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第1章 緒 言

結 染菌 ノ感染 テ受 ケ タル生禮 ガー一種 ノ攣調 ヲ來

シテ「ツベ ル クリン」二封 シテ敏感 トナ リ、生結

核菌、死結核菌、結核菌禮分解産物及 ビ 「ツベ

ル クリン」等 ノ接種 二封 シテ 掲特 ナル 反慮 ヲ示

ス コ ト即 チ所謂 「ツベ ル クリン」過 敏症 テ獲得 ス

ル事 二關 シテへKoehノ 實 験以 來幾多 ノ業積

ガ緬 出 セ リ.而 シテ結核症 二驕 スル論議 ハ殆 ン

ド「ツ〈ごル ク リン」過敏症 ノ問題 二終始 セルガ如

キニ モ拘 ラズ ソノ成績 バー定 セズ シテ、 ソノ特

異性 二封 スル賛 否、結核冤疫 トノ關係 ノ有無等

ノ問題 二於 テモ常 二甲論乙駁 ノ感 サヘ ア リ蓼

此 ノ如 ク「ツA"ル ク リン」過敏症 轟關 スル諸家 ノ

見解 ノー 定 セズ シテ結核発疫學 ノ進歩 二支障 テ

來 シタル所 以 ハ多 クソノ反癒現象 ヲ ノ ミ重覗 シ

テ之 二囚ハ レ、 ソノ成因本態 ノ解決 二向 ツテ ノ

研究 ガ皆無 ナ リシタメナ リ癖

本研究所 二於 テ青II』博 士ハ多年 「ヅベ ル クリン」

過敏症 ノ成 因本態 ノ解決 ヲ志 シ、 ソノ意圖 ノ下

二李林博 士ハ廣汎 ナル實験 ノ結果、「ツベル クリ

ン」過敏症ノ・結 局「ハプテ ン」タル「ツベ ルクリン」

ト之 レラ賦 活 セ シムペ キ細胞核物質 トノ共同作

用 ニ ヨリテ登 現 スルモ ノニ シテ、コノ場合 「ツベ

ル クリン」ハ鋭敏 ナル 反癒原 タル トトモニ又一

方有力 ナル感 作原 タリ得 ルモ ノニ テー般二行ハ

ル ル實験 前二試蹴 ノ結核感染 ラ検診 スル爲メノ

Roemer反 癒 用 ノ「ヅベ ル クリン」絶 封量0.02(:sc,

モ之 レニ適 當 ナル賦活物質 ラ併用 スル時ハ既ニ

ー程度 ノ感作姓能 チ登揮 シ得 ル事 アルヲ認 メ、

「ツベル クリ ン」過 敏症 ノ本態的研究 二向 ツテ新

タナ ル基礎 ヲ築 キ タリ。

余 ノ、生菌感 染 ノ場合 二於 ケルrツ ベ ルクリン」過
ね

敏症 モ亦 コノ見解 ニ ー致 セズヤ ノ研究 ラ分澹

シ、殆 ン ド「ツベル ク リン」過敏症 テ惹起 シ得ザ

ル程 ノ微 量感 染 ノ際 二肺臓核成分 ヲ併用 セシニ

聯 力見ルベ キ知 見 テ得 タルニ ョリ妓 二報告セ ン

トス⑪
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第2章 實験材料及ビ方法

1.實 験 動物 ハ禮重3009以 上 ノ榮養佳良 ナル

雄性海猿 ニ シテ皮 膚反磨 二使用 シタルモ ノハ特

轟腹部毛並 ノ白 キモ ノテ撰 ピ タリ。

2.實 験 前 ノRoemer氏 反 慮検 診ハrツ ベル ク

リン」自身 ノ抗原性 二鑑 ミテ 之 レテ 避 ケ、 ソノ

代 リ約2週 間動物 舎 二飼 育 シテ ソノ生活二慣 ラ

.ス ト共 二健 康歌態 ヲ充分 二観 察 シタル上實験 二

供 シタリ.

3.「 ヅ'・ル クリ ン」反磨 ハ皮 内反慮 ト熱 反慮 ト

ラ行 ヒ、皮 内反慮二於 テハ毛並白色 ナル腹部 テ

脱毛 シ、該部 ノ刺戟 性炎症 ノ消失後、10倍 稀繹

ノ蕪「ツベル クリンjO.1(XGテ 皮 内 二注射 シ、6

時 間後 ノ早登反慮 ヲ 検 シ、次 イデ24時 間後、

48時 間後、更 二必要 アvバ72時 間 後 ニ ソノ局

所反慮 ノ廣 サテ測定 スル ト共 二、瑳赤、腫脹 ノ

強弱、壊死、 水泡 ノ有無等 テ考慮 シテ最後 ノ制

定 テナセルモ、陽 性度 ノ標 準ハ大罷次 ギ ノ規準

二從 ピタリ
。

〈一)至撚J父 癒1無キモ ノas

(±)直 径O.3-0.7cm位 ノ輕 度 ノ登赤、腫 脹 ア

第3章

第1項

臓器「エキ勾 ガ生龍 二封 シテ毒力 テ有 シ、之 レ

ノー定量 子動物 二注射 セバ該 動物 ハ中毒 症歌 ヲ

呈 シテ発死 スルコ トアルハ諸家 ノ認 ムル トコロ

ニ シテ
、更 二叉健康蹴 テ臓 器「エキス」ニ テ慮 置

シテfツ ベル クリン」過敏 症 ヲ惹起 セ シメ得 タ リ

ト唱 フルモ ノモア リ。

余等 ノ肺臓核成分 モ亦 一種 ノ臓器製捌 ナ ルヲ以

テ中毒作用叉ノ・「ツベル クリン」過敏症 テ惹起 ス

ルヤモ測 ラレズ,故 ニ コ ノ實験 テ行 ヘ リ.

1。 實験方法

海猿5頭 宛 ノ4群 ヲ作 リ、第1、 第2群 ハ皮 内

反慮用ニ シテ、第1群 ハ肺臓核成分塵 置群 、第

2群 ハ無慮 置封 照群 トナ シ、第3、 第4群 ハ熱

ノレモ ノ

(十>0.8-1.Ocm位 ノ登赤、腫脹 アルモ ノe

(十>1。O-1.5cm位 ノ登赤、腫脹 アリテ48時 間

後 尚反磨 ノ残留 スルモ ノ。

(構>1.5cm以 上 ノ叢赤、腫脹 ヲ有 シ、48時 間

後反慮 ノ残留翁著 シキカ、反慮1。5cm二 達 セ

ザル モ壌死、 水泡 ヲ残 スモ ノ.

熱 反慮 二於 テハ200倍 稀 繹 ノ蕉「ッベル ク リン」

1αaヲ 腹部皮 下二注射 シ、注射前2日 、注 射後

3日 間二渉 リ、2時 間 ノ間隔 テ置 キテ1日10同

検 温 シ、動物 ノ熱 曲線 テ書 キテ判定 二供 シタ リむ

4.余 ノ用 ヒタル肺臓 核成分 ノ概 二ZF林 博士 ガ

報告 セルモ ノ ト同一物 ニ シテ、健 康海狸 ノ肺臓

ヲ無菌的二探集 、碑切挫戴 シ、人 工胃液 ニテ清

化 シテ探 取 セルモ ノナ リ.

余 ハ全實験 ラ通 ジテ乾燥 セル核成分 テ用 フルニ

臨 ミテ生理 的食盤水1cc中 二5mgノ 割 二入 レ、

約24時 間震 盈器 ニ テ混和 シ、ソノ1αcヲ1日 間

隔 テ以 テ3同 腹部皮 下 二注射 セ リ。

實験成績

豫備實験

反磨用 ニ シテ第3群 ハ肺臓核成分腿置群、第4

群 ハ無庭 置封 照群 トナセ リ獅

2.實 験成績

肺臓 核成分15mgノ 乳 剣 テ注射 セル 動物 ハ封

照 ト同様1頭 モ中毒 症状 等ニ ョリテ艶 死 シタル

モ ノ無 へ 食慾 蓮 動黙態等 ノ全身獣態 二欄 シ

テモ封照群 トノ間二特 二差 異 アルヲ認 ムル づ ト

能 ハ ズ。

皮 内反癒 肺臓核 成分注射完 了後 、2週 、3

週 、4週 、5週 、7週 、12週 ノ6同ca亙 リ、「ヅ

ベル ク リン」過敏症 テ検 シタル轟 第1表 一・::一・示 ス

如 ク肺臓核成分 ニ テ麗 置 セルモ ノト封 照群 トノ

間二何等 ノ差異 テ見出 スつ トラ得 ザ リキ。
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第1表 豫備實験二於ケル「ッベルグリソ」

皮膚反癒成績

ミ
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÷

肺
臓
核
成
分
注
射

第

1

群

「ツベ ル グ リン」皮 膚 反 旛
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=
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=r三r=_

rk=■=}
一

一一

一一一一

熱 反慮 前違 ノ方法 二從 ツテ熱 曲線 テ壷 キ タル

モ ノー=一於 テ注射前2日 間及 ビ注射後3日 間 二於

ケル最高禮温 ノ差 テ見 ルニ、2週 後 二於テノ、第

2表 二示 ス如 ク肺臓核成 分 ラ注射 セル モノノ・其

ノ李均ex==於 テ0.30度 テ 示 シ、封 照群 二 於 テ

ノ、0.32度 テ示 シテ ソノ間 二 特 別 ナル差異 ヲ認

ムル つ ト能 ハ ズ。

4週 後 ノ熱反癒 モ第3表 二見 ル ガ如 ク肺臓核成

分 ヲ注射 セルモ ノ ト封照群 トノ間 二何等 ノ襲化

テ見出 スコ ト能 ハ ザ リキ.

即 チ肺臓核 成分ハ余 ノ使用 セル量 二於 テハ海瞑

二中毒症状 テ呈 セズ、亦 「ツベ ル クリン」過敏症

テ賦 與 セズ。

第2表 豫備實験2週 目ノ熱反旛成績

群 別 第 3 群

置 肺 臓 核 成 分 接 種 群

動 物 番 號 ・1ii2i・3い415

37。9第2日137.938。1}37.8TO注射 前

38.338。138.038.0最 高 髄 温 第2日

第 4 群

無 庭 置(i封 照 群)

第1日

欝 留蓋陳2日

38。4

38.4

鐙匝
38.5

38.4

38.2
…葡 「

38.2

37.8i37.9

38.1i38.1

・6}・7181gi2・

38.338.138,0,38.0

奮 了 ヒ痂 　

38.438。3・38.2

38.738.6・38。6

38。1第3日138.1

1搬 魏 黛 …1・ ・4團 ・・2・ ・4・

37.838。4138.538、338.438、2

37。7「 舐2{38.3・ …颪 τ138.1137.9

38.1

38.5

38.2

38。1

0.40.30.30。40.2

同 上 李 均 債 0.30 O.32

第3表 豫備實験4週 目ノ熱反慮成績

群 別

慮 置

動 物 番 號

TO注 射前

最高 髄 温

第1日

第2H

TO注 射後
最高 盟 温

第1日

第2H
　一 『　

第3日
TO注 射 前 後
最 高 盟 温 差

同 上 李 均 値

第 3群

11

38.2

38.0

38.4

37.8

肺臓 核 成 分 接 種 群

12113114い5

38・238・138・2i3&3

38.038.0

38.5・38.0

38.2

38.4

38.6

38.6138.3
1--

38。2」38.0

38.0

38。5

38.2

第4群

無 虎 置(封 照 群)

16

38.1

38。2

38.6

38。2

17

38.2

38.5

38。3

38。8

18}19}2・

37.9

0.2

38.238.1

・・31・ ・5・ ・21・ ・2

0.28』

38.3

0。4

38.2

0。3

38.438.2{38.3
く

38.438。4138.1

38.638.538.6

38。338.238.0

38。438。2 37.8

・・21・ ・1い ・3

0.26

第2項 本實験

余ノ・前項二於 テ肺臓核成分15mgノ 皮下注射 ノ・海猿 二封 シテ 何等認 ムベ キ 中毒作用 テ呈 セ
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ズ、叉「ツベル クリ ン」過 敏症 テ惹起 セザル コ ト

ラ謹明 セルニ 由 リ、結核感染獣 ノrツA・ ル クリ

ン」過敏症 二封 シテ核成分 ガ如何 ナル 態度 テ取

ルヤニ關 シテ此 ノ實験 テ行 ヘ リ.

1.實 験 方法

健康海狽5頭 宛 ノ4群 ラ作 リ、第1、 第2群 ノ・

皮内反磨用 ニ シテ第1群 ハ肺臓核成分 ニテ庭 置

セル後、更 二感 染 セ シメタルモ ノ、第2群 ノ、感

染 ノミノ封照群 トナ シ、第3群x第4群 ハ熱反

癒用ニ シテ、第3群 ハ肺臓核成分 ニ テ庭 置 セル

後二感染 セ シメタル モ ノニ シテ第4群 ハ感 染 ノ

ミノ封照群 トナ ス。

而 シテ肺臓核成分 ノ・前項 ノ實験通 リニ15mg

ラ3回 二別 チテ隔 日二腹部皮下 二注射 シ、感染

ノ・有馬研究所保存 ノ弱毒結核菌 「薗」種 ノ水分 ヲ

含マザル乾燥菌量1萬 分 ノ1mgテ 第2回 目 ノ

肺臓核成分注射 ノ際 二腹部皮下接種 ニテ施行 セ

リ。

2。 實験成績

試駄20頭 中感 染後1週 間 ・・:一シテ 皮 内反磨用 ノ

封照群 ノ1頭 ガ艶死 シタルモ他ハ全實験期間12

週 ラ通 ジテ生 存 セ リ、

皮 内反磨b第4表 轟示 ス如 久2週 後 二於 テハ

感染 ノ ミノ封照群 ノ陽性度ハ、中等度 陽性1頭 、

疑陽性3頭 ニ シテ注射後6時 間 ニテ輕度 ノ叢赤

テ來 シテ早登反磨 ラ示 シ、24時 間後 ニハ輕 度 ノ

腫脹 ラ俘 ヒタルモ48時 間後 二 至 レバ 中等度 陽

性 ノ1頭 ラ除 キテハ皆反磨 ハ潰失 セ リ。肺 臓核

成分 ラ併用 セル第1群 ハ強陽性1頭 、疑 陽性4

頭 ニシテ6時 間後 ノ早登反癒及 ビ24時 間後 二

最高度 ノ反慮 ヲ示 ス コ トハ 封照群 ト同檬 ナル

モ、48時 間後 二於 テ翁軽度 ノ腫脹 ヲ残 ス黙 二於

テ封照群 ヨリ梢 ≧反 慮著 明 ナ リ。

3週 後 ・・:一テハ封照群 ハ申等度 陽性1頭 、疑 陽姓

2頭 、陰性1頭s・ シテ2週 後 ノ場合 ヨ リ反慮

鞘 為減弱 セル傾向 テ示 セルニ反 シ、第1群 ハ疑

陽性1頭 、弱陽性2頭 、 申等度陽姓2頭 ニ シテ

2週 後 ノ場合 ヨリ反慮 ノ壇強 セル テ示 セ リe

4週 後二於 テハ封 照群 ノ早褒反 慮、24時 間 目 ノ

第4表 本實験二於ケルfツ ベルク リソ」

皮膚反磨成績

反鷹等 ハ3週 後 ト略 く同eCcaシ テ48時 間 目・=・

ハ1例 二於 テ輕度 ノ反鷹 ノ残 レルヲ観 タル外 ハ

全 部反慮 潰失 セルモi第1群 二於 テハ弱陽性 テ

示 セル1頭 ノ外ハ全部 強陽性 ヲ示 シ、就 中、2

頭 二於 テハ完 全 ナル壊疽 テ作 リ更 二潰瘍 ヲモ起

シテ10日 間 二亙 リテ治癒 シ難 キモ ノア リキ。

5週 、7遇 、12週 後 轟於 テハ、封照群 ノ・「ツベ

ル クリン」二封 シテ反癒 ヲ示 サズ 全然陰性 二終

始 セル ニ、第1群 ハ1頭 ノ例外 ハ有 レ ドモ、爾

弓墨陽き性ヲ持1績 セ リe

熱 反鷹s感 染2週 そ麦ノ「ツ・ぐル クリン」熱 反員蕉ハ

第5表 二見 ルガ如 ク、感 染 ノ ミノ第4群 ハ「ツ

ベ ル クリンj注 射前後 二 於 ケル 最高龍温 ノ差 ハ

5頭 ノiElig均0.68度 テ 示 シ、注射後2日 目或 ヒ

バ3日 目一・一於 テ全部注射 前 ノ李常膿温 二復 シタ

ル モ、肺臓 核成分 ニ テ塵 置 シタル後感 染 テ行 ヒ

タル第3群 ノ「ッベル クリン」注射 前i麦 ノ最高盟

温 ノ差 ノ、5頭 ノ李均0.72度 ラ示 シ、rツ ベル ク

リン」注射後2日 目二注射前 ノ禮温 二 復 スル モ

ノハ1頭 毛無 ク、3日 後 二於 テモ爾注射 前 ノ膿

温 二下降 セザ ルモ ノア リテ第4群 ヨリ熱 反慮 ノ

強烈 ナルヲ示 セ リ。

4週 後 ・…於 テノ・第6表 二示 ス 如 ク第4群 ノ「ツ

ベ ル クリン」注射前後 ノ最高燈温 ノ差 ハ5頭 ノ

李均0。72度 ニ シテ、2週 後 ノ0.68度 ヨ リ上昇

セルモ注射後2日 目ll〈ノ、3日 臼二於 テ全部注射
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第5表

ダ

本實験2週 目ノ熱反磨成績

/

群 別 韮 第3群1第4群
1
i』

虞 置
一 鷺『剛　 …

32}
、微量結核感染十肺臓核成分麗置

.__謡

35

輔__醐 一 一　 一 一

微 量 結 核 感 染(i封 照)

動 物 番 號:31 33}副 36}37}38139L如

TO注 射前

最 高 膿 温

第1日138.0{38・4 38.3 38.4 38・2138・4 38.5 38.2 3&3i38・2

セ

第2日i38・2 38.3 38.3 38.2 38.3138.5 38.5 38.2
…

38.4 38.5

TO注 射後
最 高 髄 温

第1日138.7 39.1 38.9 39.2 39,3β9.0 38.9 39.1 39.3 39.2
!

第2日138・7 38.6 38.7 38.8 38・5i38・7 38.7 38.5 38.4 38.4

第3日 ・38.4 38.5i38.2138.5 38.4138.4 38.5 38.3 38.2 38.3

TO注 射 前 後1

最 高 艦 濫 差
・・5}・ ・7…61・ ・81・ ・

一 一 幽留一 湘制一 糊… 鵬一一 餅

0.72
{

・・5!・ ・41・3"9{・ ・7

同 上 卒 均 0.68

第6表 本實験4週 目ノ熱反磨成績

ll

群 別 第3群 第4群
旨

逮 置

』 一
}}

微量結核感染+肺 臓核成分虞置 微 量 結 核 感 染(樹 照):
1』　

動 物 番 號i31i32133134i35136137i38}3914・

TO注 射前

最 高 燈温

第1日{38.2 3&2138.3
ヒ

38・2138・238・3 38,138.0 38.1 38.0

第2圓 38.4 38,338.4 銘 ・5138・1i38・2 38,238.0 38.2 38.3

TO注 射後
最 高髄 温

臨

毛

第1日 39.2 39.5罎39.0
{

39.6138,539.2 38,838.2 39.0 39.4

第2日 39.3 38,638.7 39,138.9 38.2 38.5i38.2… 38.4 38.2

i第3圓 38.8
一
38,237.8

…
39.Oi38.5 38.3 37.8138.1 37.9 38.0

TO注 射 前 後
最 高 盟 温 差

・訓L2}・ ・6D・1【 ・・7 ・・9;・ ・61・ ・21・ ・8iL・

同 上 卒 均 0.90 0.72

前 ノ高温 二復 シタリ。然 ルニ第3群 二於 テハ ソ

ノ5頭 ノ「ツベル ク リン」注射前後 ノ最高脅豊温差

ノZF均 ハO、90度 テ示 シテ第4群 ヨリ著 シク張

ク、注射後2日 、3日 ト39度 以 上 ノ罷温 ラ持

長 セルモ ノサへ有 リタリ。

尚表':"於 テノ、示 シ難 キモ 第4群 ノモ ノハ「ツベ

ル クリ ン」注射後 ノ盟温上昇 バ ー過 性 と シテ注

射後5時 聞 ニ シテ最高 温 ヲ示 シs7時 間後aハ

銑 二盟温 ハ下降 シ始 メ、翌 日ハ殆 ンド注射前 ノ

李常禮温 二止 マリ タルニ、第3群 二於 テハ上昇

セル禮温 ハ9時 間乃 至11時 間 二 亙 リテ持績 シ

…旦下降 スル ぞ第2日
、 第3日 ト再度上昇 シテ

中ニハ注射後2日 目二於 テ注 射當 日以上二上昇

セル モ ノサヘ ア リタリ。

即 チ4週 後 ノ「ツベ ル クリン」熱 反慮ハ第4群 二

於 テノ、2週 後5殆 ンド差 異無 キニ拘 ラズ、第3

群 ハ著 シ ク強烈 ナ ル反慮 サ示 シデ皮 内反慮 ノ時

ト同檬 二肺臓核成分 ニ テ慮 置 セルモ ノノ、過敏症

ノ著明 ナ ルラ見 タリ。

第4章 総括拉二考按

「ツ ベ ル ク リ ン」過 敏 症s關 シテ ハKochノ 實

験 以 來 多 撒 ノ 業 績 現 ハ レ タ ル モ 、 ソ ノ 多 ク ハ

rOhneInfektion,keineAUergie」 ナ ル言 』藥 ヲ

支持 シテ「ツベ ル クリ ン」過敏症 ハ結核菌感染ニ

ョル特 異現象 ナル事 ヲ主張 セル ガ如 キ感 アリ。

然 レ ドモ爾一方 二於 テハ之 レエ疑 問 テ抱 クモノ
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モ ア リテSeligmannu.Klopfstockノ 、蕪「ツベ

ルクリン」ラ以 テ、Langeu.Freud,Uhlenhuth

等 ハ大腸 菌 テ以 テ、Yuハ 大腸 菌、「チブス」菌、

sバ ラチブス」B菌 等 ノ「ワクチ ンJ及 ヒ健 康海猿

ノ肝、腎、皮 麟等 ノ抽 出物 ノ接種 二 依 リテ「ツ

バ ルクリ ン」過敏症 ヲ起 シ
、省叉F.Kel}erノ 、

海狸 ノ肺 、肝等 ノ抽 出液 二依 リテ大部分 ノ試獣

二定型的 ナル「ツベル ク リン」反慮 陽性 テ観 タル

事 テ報 ジ、該過敏 症 ノ非特 異性反癒 ナル事 テ主

張 セリ.最 近大 島 モ ゴレ等 二就 テ追試 ラ行 ヒテ

「ツベル クリ ン」過 敏症 ノ結核菌感染 二 特有 ナ

ル現象二非ザ ル事 ヲ認 メ タリガ

然 レドモ詳細 二検討 スル 時ハ 之 レ等 ノ「ツベ ル

クリン」過敏症 二 關 スル報 告ハ 殆 ンド総 テ ノ

モ ノガソノ現象論 タルニ 止 マ リ、 ソノ成因本

態 二 向ツテハ 何時省 ミラルル トρ ・無 キガ 如

シ。

1926年Morou.KelleP、 「ツ〈ごル クリ ン」ト牛

痘淋 巴或 ハ豚血 清 トテ同時 二接種 スル場合著明

ナル「ツベル ク リン」皮 内反癒 ノ陽性韓化 スルヲ

観 タリ。Fernbachノ ・之 レニ封 シテ萬rツ ベ ル ク

リ乃 ト豚血清 トノ併 用接種 ニ テハ眞 ノ意味二

於 ケル「ツベル クリン」過敏症 ハ來 ラズ ト反駁 シ

タルモ、N◎belu,Rosenハ 薔 「ツベル ク リン」叉

ハ無蛋白「ツベ ルク リン」ト牛痘淋 巴 トノ併用接

種二依 リテ感作 シタル場 合 ニハ「ツベル クリ ン」

二封 シテハ皮 膚反慮 テ起 スモ「ブ イヨン」二封 シ

テハ何等反癒 ヲ示 サズ、 反之、 「ブイヨン」ト牛

痘淋巴 トノ併用接種 ニ ヨリテ感作 シタル場 合ニ

ハ「ツベル クリン」Sモ 「ブイヨ ン」ニモ共 二反鷹

スル事 テ述 ベ タ リ.

更 二叉EGroer,S。ProgulskiuERedlich

等 ハ ソノ共 同研究 テ於 テ「ツベル クリ ンJト豚血

清 トノ併用接種 ノ場合 「ツ・ぐルクリ ン」過敏 症 ノ

獲現 スル事 ヲ経験 シ∴ 又「ツベル ク リン」ト豚血

清 トノ併 用接種 ニ テ感作 シタル 海狸 二於 テ「ツ

ベル クリン」父 ハ豚血溝 ノミノ輩掲静脈 内注射

ニテハ「シヨ
ック」チ來 サザルモ、爾者混 合 シテ注

射 スル トキハ 定型的 「シヨ。ク」ザ來 スコ トテ實

験 シテ、Morou.Keller及 ビ同氏等 ノ實 験 二

於 テ「ツベ ル クリン」バー種 ノ「ハ プテ ン」トシテ

作用 シ、豚血轟 添加 ニ ヨリ初 メテ砂 ベル ク リ

ン」過敏 症 ヲ來 スモ ノナ リ ト結論 シテ 興味 アル

見解 テ幾表 セ リ.

然 リ ト錐 モ爾之 レ等 ノ報告 ハ賦活物質 トシテ豚

血清及 ビ牛痘淋 巴 ノ作用 ヲ述 ベ タルニ止マ リ、

結核菌感染 ノ場合 ノ過敏症成立 トノ相互關係 ニ

ハ着 目 セズ シテ終 リタ リ.

當 研究所 ノ青 山博 士ハ結核免疫 ノ討究 二當 リ從

來盲信 セラレタル「ツベ ル クリン」過敏 症 二就 テ

ノ見解 二疑問 テ抱 キ、 ソノ中二含 マルル幾 多 ノ

「ドグマ」テ指適 シ新 タナル立脚黙 ヨ リ之 レヲ解

決 セン トシ、前述 ノMorou.Keller及 ビGr◎er

等 ノ賦 活物 質 タル豚血清及 ビ牛痘 淋巴 二近似 セ

ル物質 テ生艘中 二求 メ種 々 ノ外來刺戟 二依 リ比

較 的容 易二罷液 中 二移行 ス可 キ細胞核 物質 轟想

到 セ リ、 ・

即 チ細胞核物 質ハ染色上盤基 性色素 トノ親 和性

二於 テ豚血 清 二類似 シ
、 ソノ産生 機轄 上 ヨリ牛

痘 淋巴 ノ主 成分 ト近似 セルモ ノナルベ シ.

コ ノ青山博士 ノ着 想二 立脚 シテ事實 李林博 士

!・ 細胞核物質 テ 用 ヒテ 「ッベ ル クリン」過 敏症

ノ毅生 機轄 テ廣範園 二 亙 リテ検索 シ、 ソ ノ結

果細胞 核成 分 ガ ソノ賦 活作用 二於 テM◎rou。

Keller等 ノ豚血清及 ビ牛 痘淋 巴5同 …機能 テ

有 スル有力 ナル 賦活物質 ナル 事 ラ 明 ラカニ セ

リ登

斯 クテ感 染 二因 ラザ ル過 敏症 ノ威立可能 ナル事

謹 明 セ ラレ、「感染無 ク シテ過敏症無 シ」トノ語

ハ逡 二信 ズルニ足 ラザ ル事 ヲ立讃 セ リ
.

然 カモ侮 面 二於 テ「感染 二 依 リテ過敏症 ハ必

登 スルモ ノナ リヤ」トノ疑問 モ イfス ルモ ノニ シ

テ、實際弱毒結核菌 ノ少量感染 ノ場合、 ソノ感

染獣 ガ必 ズ シモ過敏症 テ誘畿 セズ、或 ヒバ過敏

症礎現 スルモ2--3週 ノ短期間 内二消失 スル事

ハ銑 二從來指摘 セラ レタル トコロナルモ不可解

ナル現象 トシテ注 目 セラ レタルニ止 マ レリ.

余 ガ本實験 二於 テ使用 セ シ乾燥薗量1萬 分 ノ1
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mgラ 接 種 セル試獣 モ亦 「ツ(ごル クリン」過敏症

輕微 ニ シテ所謂 「過敏 症無 キ感染」テ成立 セシメ

久ル モ ノナ リ.然 ルニ斯 ノ如 キ弱感染獣 二肺臓

核 成分 テ併 用接種 セバ ココニ顯著 ナル過敏症 テ

威立 セ シメ得ル ニ至ル事 ヲ確 メ得 タ リ0而 シテ

生 菌感染 ニ ヨル過敏症 モ畢寛 「ノ・プテ ン」作用 二

基 久モ ノナル事 テ想像 シ得 ル ト共 二結核菌大量

感 染 ノ場合必然的 二 惹起 セ ラル ベキ「ツベ ル ク

リン」過敏 症ハ盟 内二接種 セラ レタル 結核菌 ガ

一定組織 二固着 シテ
、 菌 自身 ノ繁殖及 ビ之 レト

同時 二起ル組織 ノ崩壊 産物 ト轟 ヨ リテ帥 チ所謂

Noxeト シテ産 出 スル「ツベル ク リン」ト細胞核

威 分 トノ共 同作用 二依 リテ惹起 セ ラレル モハ

解 スル コ トラ得 ベ シ0

要 之、本實験 ノ結果ハ 綴 二 李林 博士 ノ「ツベ ル

クリン」ヲ 以 テ セル 實験的過敏 症 ノ論蘇 二封

シテ更 ニ…段 ノ實'　X的 根糠 ヲ與 フルモ ノト思惟

ス 癖

第5章 結 論

1.肺 臓 核成分15血9テ 以 テ豫 メR◎i　 1氏

反癒 テ検 スル事無 キ健康 梅狸 テ 虞置 スル モrツ

ベル ク リン」過 敏症 テ登現 セズ
。

2.余 ガ用 ヒタル弱毒結核 菌二於 テノヴ ノ乾燥

菌量1萬 分 ノ1mg二 當 ル生菌 テ健康 漏 冥二接

種 スルモ殆 ン げ ヅベ ル クリン」過敏症 ラ惹起 セ

ズ0

3.右 ノ如 キ感 作牲能疑ハ シキ弱毒結核菌1萬

分 ノ1mgモ 、 之 レニ 肺臓核 成分15mgテ 併

用接種 スル トキハ、弦 二 顯著 ナル「ッベル クリ

ン」過敏症 ラ惹起 セシメ得ル モ ノナ リ。

猴 ホ、 本研究成績 内容 ノー部 ハ第13同 日本結

核病 學會縮 會抄 録 ニ ヨリ、有馬、青山雨博 士著

「結 核発 疫 ト過敏性 ノ異 同及 ビ封立 」ノ申二採録

セラ レタリ糠
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 Ober die Relaxatio diaphragmatica. 

                                    Von 

                           Dr. Hirochika Yoshida. 

 /lus  der  med. Klinik  de  'r  ,Vippon-(Tnirer.sitãt  Direktor  :  Prof.  Dr.  Hiki.) 

    Hier  miichte ich von einem Fall der Relaxatio diaphragmatica sinistra einen Bericht 
erstatten. Es handelt sich  urn einen 9  jãhrigen Knaben, der unbewu8t daran gelitten 
hat. Die  Ursache ist wahrscheinlich die  Phrenicusschddigung an linker  Hilusgegend, 
von  t'iberkuli.k;er Natur. 

    In der Diagnosenstellung ist die  rOntgenologi-The  Forschung unentbebilich, besonders 
 ketone ich dabei die Serienunterschung in  bestimmter zeitlichen  Abstãnden und ver-

schiedenen  KOrperlagen.  (A  utareferat.) 

        Experimentelle  Untersuchungen  fiber die Tuberkuloseallergie. 

        Der Einfluss der  Lungenkernsubstanz anf die Entstehung der 

           Tuberkulinallergie bei  tuberkuiOsen Meerschweinchen. 

 on 

                              Takanari  Hitsuda. 

 (Aus  dem  Arimalitstitut  ,xerimentelle Medizin in Osaka, 
 Direktor:  Prof. Dr.  R.  Arirna.) 

    Im Jahre 1933 wurde H.  Hirabayashi auf Grund der Arbeiten von  111,)ro  und  Kell,  r 
zu folgenden Versuchen veranlasst. Er  save  ich, dass, wenn man  das  Tuberkulin als 

 ein Hapten  annirnmt, die Allergiefrage  dann eine  naturgemasse  Aufklarung  linden 

wenn es gelingt, durch irgenswelche  kOrpereigerie  Suhstanzen des  tuberkulOs infizierten 
oder experimentell mit Tuberkulin  vorbehandelten Organismus diese Haptene zu aktivie-

ren. In  seinen Versuchen zielte er  deshalb  a. f die Nukleine aus den Kernen der  tuber-

kulös Gewebszellen, die dem  namlichen  Organisinus  wohl  kOrpereigen aber 
 blutfremd sind  und deshalb  gegentiber demselben Organismus eine  Antig ,enitat besitzen 

 and zur Vervollkommnung eines Haptens als Sensibilisierungsantigen  geeignet sein  miis-

sen.  Seine  umfangreichen  Experimente  hahen  ihrn  rechtgegehen  :  das  Tuberkulin 
 nichts  anderes  als  eine  Art  von  Hapten,  wdches  von  dem  Nukleine  aus  Ie  arteigenen 

Gewebszellen zu  einem  vollkommenen Antigen aktiviert wird.



                          —  38 — 

 lin Jahre  1935 hat Verf. folgenden Versuch  durchgefiihrt : Er hat Meerschweinchen 
0.0001 mg  eine-,  -;ehr schwach virulenten humanen Tuberkelbazillenstammes injiziert  und 
nach  4 Wochen  ftstgestellt, dass sie  sicher nicht allergisch geworden waren. Er ver-
wendete dann die gleiche Menge desselben  Stammes  und spritzt sie zusammen mit 

 Lungenzellkernsubstanz den Tieren subkutan.  Wiederum 4 Wochen nach  dieser Infektion 
konnte er feststellen, dass die Tiere stark allergisch geworden waren. Die Tiere  re-
agierten bei  Tuberkulinprilfung an der Haut mit starker  Entziindung, oft mit hoch-
gradiger Nekrose, bei subkutaner Einspritzung des Tuberknlins  mit schnellem  und 
deutlichem Temperaturanstieg. Durch diesen Versuch ist also bewiesen,  dass es erstens 
eine Menge der  Tuberkelbazillen gibt, die  innerhalb 4 Wochen den Tieren noch keine 
allergiesierende Infektion  ausilbt  und  dass  zwcitens die  Lungenktrnsuistanz, die allein 
sicher nicht Tuberkulinallergie hervorrufen kann, bei demselben Zustand des Tieres 
imstande ist, zu einer starken Allergie zu aktivieren.  (Autareferat.) 

             Beitrag zur  Erforschung der  Tuberkuloseallergie. 

 Ober eine Art von Desensibilisierung. 

                                    Von 

 Saitl  Masanobu. 

                 (Aus  dem  Arima-Institut  fur experimentelle Medizin in Osaka, 
 Direktor  : Prof. Dr. R.  Arirna.) 

    In einer seiner Zeit  durchgemachten Untersuchung  fiber den Entstehungsmodus 
des Tuberkuloseallergie hatten  Hirabayashi  und Kusunoki  eine sonderbare Erscheinung 
begegnet, die sich dadurch charakerisiert, dass die entweder durch Tuberkelbazilleninfek-
tion oder durch Anwendung von Tuberkulin  und Aktivator  zu einer Tuberkulinallergie 

gebrachten Tiere auf die intrakutane Tuberkulininjektion nicht  mehr  allergisch reagierten, 
wenn man den Tieren vorher Kolibazillenkultur  intraveniis injiziert. Die Tiere  nehmen 

 namlich  ein Verhalten, als ob sie durch die Injektion von kolibazillen speifisch desensibili-
siert werden, ohne aber die  Griinde zu  erklaren. Eine solche desensibilisierende Wirkung 

 kommt im Bereiche ihrer Versuche nur bei Kolikultur  zu  und nicht bei anderen  Bakt-
erien, wie  z.  B. Strepto-, Staphylokokken ua. 

    Da jedoch ner Kolibazillus in Bezug auf den immunbiologischen Sinn keinen spezi-
fischen  Zusammenhang mit Tuberkuloseallergie aufweisen  soli, so entsteht die Frage, 
woraus diese Erscheinung unspezifisch auftritt. Nun hatten Maschmann  und  Kiister 

(1931) die Ansicht vertreten, dass in Tuberkulin  ein Todstoff  und  ein Hautstoff zu un-
terscheiden  sind, also  ein rapid giftiger  und  ein  solcher, der nur  Gewebszellreaktion 
hervorzurufen in der Lage ist.  Solite dann die  Kolientallergisierung eine Beziehung auf 
die Hautstoffsensibilisierung haben  kennen  ? Oder  kOnnte eine sog. Gruppenraktion  ein 

 Bestandteil des Kolibazillus zu einem wirksamen Bestandteil des Tuberkulins  geben  ? 
    In meiner erneuten Untersuchung  zeigten  sich die bereits  allergischen  und  einemal 

mit Tuberkulin  intravenOs verimpften Meerschweinchen bei der Priifung durch intraku-
tane Tuberkulinreaktion anergisch, wie es  natiirlich ist. 

   In einer anderen Versuchsordnung zeigten sich die ebenso bereits allergischen  und 
 einemal mit Kolibazillenkulturfiltrat  intravenOs eingespritzten  Meerschweinchen  bei der




